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              From the Department of Urology, Kobe University School f  Medicine
 (Director  :  Prof. J.  Ishigami) 
   This is a report of two cases of a fistula between the urinary and gastrointestinal tracts. One 
case was a 56-year-old female patient with a right pyeloduodenal fistula, nd the other was a 38-year-old 
female with a left ureterodescending colonfistula. The chief complaint was right lumbago in the first 
case, and fever and left lumbago inthe second case. Both cases were diagnosed by retrograde pyelo-
graphy. In both cases, the ailing kidney appeared to be non-functioning, a d the former was operated 
by nephrectomy,  fistulectomy, andduodenectomy in the cuneate form, while the latter was operated by
nephrectomy andfistulectomy. The cause of the formation f the fistula was considered to be chronic 
pyelonephritis accompanied by renal  stones in the first case, and rupture of the colon diverticulitis 
in the second case. Postoperative prognosis was satisfactory in both cases. 















現病 歴=1980年8月頃 よ り右 腰 部 痛 出 現 した た め某
医 を 受診 した.こ の 時 発 熱 の既 応 は なか った.同 医 で
膿 尿 を指 摘 され 抗 生 剤投 与 な どの治 療 を 受 け る も改善
しな い ため 当 院 泌 尿 器科 へ 紹 介 され た.
現症=身 長150cm,体 重48kg,胸 部 の 理 学的 所 見
に異 常 を認 め ず,腰 部に は虫 垂 炎 の術 創 の み で他 に 異
常 所 見 は 認 め られ な か った.両 腎 は 触 知 され な いが 右
腰 部に 叩 打 痛 を 認 め た 、
入 院 時 検 査 成 績:
一 般 血 液 所 見;赤 血 球数405×10`/mm3,白 血 球 数
6,000/mm3,HbII.99/dl,Ht36.8%,血 沈1時 間 値
76mm,2時 間 値122mm.
血 液 生 化 学 検 査 所 見;総 蛋 白7.29/dl,GOT7
Karmen単位,GPT6Karmen単 位,γ一GTP35単










ECGお よび胸部X線 像には異常を認めなか った.



























































左腰 部痛 出現 し近 医 整 形外 科 に て左 腰 部 膿 瘍 を 指 摘
され,た だ ちに 穿刺 排 膿 を受 け左 腰 部痛 は 軽 快 した.
そ の後 同年6月 に再 度 左腰 部 痛 出 現 し後 腹膜 膿 瘍 の診
断下 に切 開 排膿 を受 け た.こ の時点 で な ん らか の後 腹
膜腔疾 患 に よ る膿 瘍 が 疑わ れ た た め そ の 原 因検 索 の 目
的に て某 泌 尿 器科 受 診,IVPに て 左 腎 の 造 影 を 認
めず,左 逆 行 性 腎孟 造 影 に て左 尿 管結 腸膜 が 発 見 され
精査 加療 のた め 当科 へ 紹 介 され た.
現 症:身 長150cm,体 重55kg,胸 部理 学 的 所 見 に
異常 な し.腹 部 に は帝 王 切 開 の 術 創 を認 め るが 他 に 異
常所 見 を認 め な い.両 腎 は触 知 しな い.
入 院時 検 査成 績:
一般 血 液 所 見;赤 血 球 数456x正04/mm3,白血 球 数
7,300/mm3,Hb13.29/dl,Ht41.5%,血沈1時 間値
5mm,2時 間値13mm.
血液 生 化 学 所 見;総 蛋 白5.79/dl,GOT81u/1,
GPT71U/1,γ一GTP31UII,A1-P641u/1,総ビ リ
ル ビ ンo.1mg/dl,LDHI301u/l,ch-E5,2961u/1,
BuN15mg/dl,血清 ク レ ア チ ニ ン1.Img/dl,Na
141mEq/L,K4.3mEq/L,clllomEq/L,PsP
l5分値17.9%o,120分値55.6%.
尿所 見;外 観 黄 色 混 濁,蛋 白(±),糖(一),赤 血
球(柵),白 血 球0～1/HPF.
尿細 菌 学 的培 養;Ecoli104/ml
ECGお よび 胸 部X線 像 に 異 常 を 認 め な い.IVPに












































Morrisら1)の分 類 を 用 い たBissadaら2)の腎 消 化
管痕92例の集 計 に よる と,部 位 別 発生 頻 度 は 腎 結 腸繧
が最 も多 く59例(64%)で,つ い で 腎 十 二 指 腸 繧 の
22例(24%)で あ る.腎 十二 指 腸痩 に つ い ては そ の 後
Batch3)によっ て新 た に10例が 集計 され てお り,彼 は
そ の原 因 をspontaneousなも の とtraumaticなも
の とに 分 類 し前 者 が 多 い と述 べ て い るが,近 年 後者 に
よる もの の 増加 を指 摘 し て い る.そ の 中 でArendt
ら4)の報告 した1例 を 除 い て す べ て 患 側 は 右 腎 で あ
り,発 生 原因 と して はVonFriedman5)の報 告 した
十 二 指 腸 憩 室に 起 因 す る1例 を除 い て腎 側 に な ん らか
の原 疾患 が あ り,こ れ が 十二 指 腸 へ 波 及 して痕 孔 を形
成 す る と述 べ て い る.ま た それ 以外 に 十 二指 腸 側 の原
因 と して潰 瘍 に よる も の の1例 をStock6)が報 告 し
て い る.本 邦 に お い て もspontaneousなもの は坂 本
ら7)が集 計 した9例(Table)と 自験 例 を 含 め 患 側 は
す べ て右 腎 であ り,発 生 原因 もす べ て 腎起 原 で あ る と
686 泌尿紀要31巻4号1985年
Tablel.spontancouspyeloduodcnalfistulainJapaneseIiteraturc













































































































び気尿,糞 尿,膿尿,排 尿困難,頻尿,発 熱などをあ
げているが,本例では腰痛および発熱 を主 訴 として







原 田 ・ほ か
機 能 が 保 持 され て い る 例 で は 勿 論 腎 保 存 の 方 向 で 治 療
さ れ る べ き と 考 え られ る.
結 語
腎 十 二 指 腸 痕 お よ び 尿 管 結 腸 繧 の 各1例 を 報 告 し,





















7)坂本 亘 ・仲 谷 達 也 ・山 口哲 男 ・早 野 三 郎 ・安 本
亮 二 ・西尾 正 一 ・前 川 正信:腎 孟 十 二 指 腸 痩 の 一
例.泌 尿 紀 要29:39～43,1983
















13)深 水 大 民 ・工 藤 慎 三 ・小 林 長 恭:腎 孟 十 二 指 腸 痩
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